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１－② （第１部会 数学Ⅰ・Ⅱ）                                                 

チェックテストの効果的な利用法 

 

                                                                   浦和西高等学校 太田 敏之 

＜要旨＞ 

 生徒の自宅での学習量が減ってきているといわれている。そこで、生徒に自宅や授業前に復習させ、  

授業の理解度を高めるために、毎回の授業の始めに簡単なチェックテストをおこなった。今回はその効

果を分析し、効果的な利用法について考察した。  

 

１． はじめに 

  生徒たちの日々の自宅での学習量が減ってきて

いるとよくいわれている。本校にも、試験前には

よく勉強するが、普段は授業が終わると復習をし

ない生徒が多いようである。普段は宿題を出さな

いと自宅で復習しない、また出してもやってこな

い、そんな生徒に対していかに自宅で復習をさせ、

授業の理解度を高めていくかについて、本校のあ

る先生の実践を参考に、「毎回の授業の始めに簡

単なチェックテストをする」という実践をおこな

い、その効果を分析し、効果的な利用法について

考察してみることにした。 

 

２． チェックテストの原理 

  授業の始めに簡単なチェックテストをおこなう。

生徒に下図のような紙を配り、問題を黒板に書く。 

  問題は前の時間にやった基礎的な問題を基本的

に２題出し、出す問題の内容は前回の授業のとき

に指定し、復習しやすいようにする。 

  試験時間は問題によってまちまちなので特に設

けず、生徒の様子によって決めるが、５分～１０

分位が標準である。 

  採点は、解答用紙を隣りの生徒と交換をさせて、

解答を黒板に書いて説明し、生徒に○をつけさせ

る。基本的に１問５点、２問で合計１０点となる。 

  時間は、試験時間と解答をあわせて、授業の最

初の１０分から多くて１５分位かかることになる。 

 

（図）チェックテスト解答用紙 
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３． 実践経過と結果 

 ２００１年の浦和西高等学校の２年生２クラス

（１クラス４０名）でおこなった。浦和西高は、

大学進学希望の生徒がほとんどの進学校ではある

が、行事・部活等がさかんで、そちらに力をいれ

るあまり、授業は進学を意識し意欲的に取り組ん

でいるが、日々の自宅での学習活動がおろそかに

なる生徒も多い。 

 本校の教育課程は、１・２年生は芸術以外は全生

徒共通履修で同じ科目を履修し、文理には分けず、

３年になって細かな選択制をとるといったものに

なっている。２年生では、全生徒が数学ⅡとＢを

あわせて５単位でおこない、数学Ⅱをすべてやっ

た後に数学Ｂをやるシステムをとっている。単元

の進度は以下の通りである。 

1 学期中間 図形と方程式 

      期末 三角関数・指数関数 

２学期中間 対数関数・微分 

      期末 積分・ベクトル 

3 学期 複素数・複素数平面 

  １学期は、中間テストまでで図形と方程式を 

２０回、期末までで三角関数を１８回、指数関数

を５回の計４３回のチェックテストをおこなった。

また２学期は、中間テストまでで対数関数を１０

回、微分を１０回、期末テストまでで、積分を９

回、ベクトルを１３回の計４２回のチェックテス

トをおこなった。３学期は現在進行中である。 

  問題例と結果を以下にのせておく。 

第１回 

① A（‐1,‐3）B（2,‐7）間の距離 

② A（1,3）B（4,‐3）を 2：１に内分する点 

                             平均点９．７点  

第 17 回   

   2 点 A（0，3），B（3，0）において 

① AB からの距離の比が 1：1 の点の軌跡 

② AB からの距離の比が２：1 の点の軌跡 

                             平均点３．７点  

第 37 回   

   次の方程式を解け。 

  ① 0cos2sin     ② 0sin2cos    

                             平均点３．２点  
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第 42 回 

   次の方程式、不等式を解け。 

  ① 093109  xx   ②  
8
112

2
1 

x
 

                             平均点６．３点  

第 46 回 

   次の計算をせよ。 

  ①  15log10log6log 333  

  ②  18log3log 2
3

2  

                             平均点５．７点  

第 58 回 

   次の３次関数のグラフをかけ。 

   296 23  xxxy  

  （採点基準；極値をもつ x の値がでて５点） 

                             平均点７．５点  

第 71 回 

  dxx 
3

0

2 4 を計算せよ。 

   （採点基準；絶対値をはずせて５点） 

                             平均点７．９点  

第 77 回 

  2a , 3b , a と b のなす角が 30°のとき 

 ① ba  と ba 6 のなす角を求めよ。 

 ② ba  の大きさを求めよ。 

                             平均点４．６点  

４． 評価の方法 

  評価の方法は、チェックテストの生徒ごとの合

計点数は計算するが、それをきちんと点数化して

定期テストの点に組み入れて評価したりはせず、

生徒の授業での取り組み具合をみるひとつの材料、

すなわち授業態度やレポートの提出、出欠などの

平常点と同じように考え、調整として評価に組み

入れた。また生徒へも、「チェックテストの点数は、

平常点、努力点程度に評価する」ときちんと説明

した。 

 

５． アンケート 

  １学期の最後に記名制で、チェックテストをや

ってみてどう変わったかについてのアンケートを

とった。結果は以下の通りである。（７５人回答） 

（１）授業の理解度はどう変わったか。 

① 理解できるようになった。        ５７人           

②かわらない。                    １５人  

③テストの時間分授業時間が短く 

  なったので、わからなくなった。    ３人 

（２）自宅での日々の学習時間は増えたか。 

① 以前はやらなかったのが、多少は    

  やるようになった。              ３９人 

② 以前もやっていたが、より増えた。  １人 

③ 以前とかわらずやっている。        ５人 

④ まったくやっていない。          ３０人 

 

（３）授業直前に学校で復習するようになったか。  

① 以前はやらなかったのが、        

  ちょっとは見るようになった。    ７０人 

   ②以前もやっていたが、より増えた｡   ０人 

③以前とかわらずやっている。        ０人 

   ④まったくやっていない。            ５人 

 

（４）２学期もやってほしいか。 

① やってほしい。                  ６７人 

②やってほしくない。                ８人 

 

（５）その他感想があればお書きください。 

  （生徒の意見を抜粋して分類） 

   ①学習機会、やる気 

・ ノートを見直す機会が増えた。 

・ 家で勉強しなきゃという気が前よりおきる。 

・ 家で復習したりと、以前より数学に対する関心

が高くなった。 

・ 授業前の５分の勉強が毎日積み重なっていけ

ばすごい時間になると思う。 

・ １０点とれないとくやしいからがんばる気が

おきる。 

・ もっとがんばらないといけないと思った。 

②授業 

・ チェックテストが前の授業の復習になる。 

・ チェックテストで前の日の問題が理解できる

ことがあってよかった。 

・ ありがたい。力がついた気がする。 

・ 授業で理解していると思い込んでいたところ

が、まだ理解していないと気づいたり、定期テ

ストで同じミスをしないよう心掛けられるの

がよかった。 

・ 授業で何が分からなかったかが分かるのでよ

い。次の授業にも入りやすい。 

・ チェックテストがあるので授業が短く感じた。 

③定期テスト 

・ 定期テストの点はよくなったと思う。 

・ 定期テスト前に、できなかったところが確認で

きたりと、とても役立つ。 

・ 基本問題なので、分からなくなったときに見直

せてよい。 

④実施形態、テスト時間、その他 

・ 問題を１問にしてほしい。 

・ ２回に１回ぐらいにしてほしい。 
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・ 週末にまとめてテストの方がよい。 

・ となりの席の人との丸つけは嫌だけど、その 

  かわり交流をもてるようになった。 

・ 時間を決めて、５分なら５分でやってほしい。 

・ テストの時間が足りないときがあった。 

・ 負担が大きい。なくしてその分の時間を問題 

の詳しい説明にあててほしい。 

 

 ６．考察 

 生徒のアンケートを元に、チェックテストの効

果や問題点などを考察してみた。 

（１） 効果 

①復習時間の増加 

  アンケートの（２）によると、チェックテスト

を実施する前は自宅で復習していた生徒はたった

６人（８％）であったが、実施によって自宅で復

習する生徒が３９人増え、合計で４５人（６０％）

に増えた。また、授業前にちょっとでも復習する

生徒は７０人（９３％）にものぼった。これはか

なりの効果である。「授業前の５分の積み重ねが

すごい時間となる」と生徒の感想にもあるが、そ

のとおりだと思う。授業前に教室にいくと、ノー

トを見ている生徒や友達に質問している生徒がい

るという光景は以前には見られない光景であった。 

  ②授業での復習効果 

 前の時間にやったことを、次の時間にチェック  

テストで確認することによって復習になり、次の

時間の授業へ入りやすくなった。生徒の理解度も

よくなったように感じる。また復習の演習として

の効果も果たしているようである。 

  ③ポイント整理 

  授業では、次の時間のチェックテストの内容を

考慮しながらすすめていく。そのため、教員もそ

の時間のポイントは何かを整理できるし、生徒も

最低限理解しなければならないポイントを感じて

授業を終えることができているように思う。また

授業での説明時間も短くなるので、生徒がポイン

トを集中して聞くことができているようである。 

  ④定期テスト対策 

  チェックテストは基本問題を中心に出題してい

るので、定期テスト前はまずチェックテストを見

直すことによって、基礎固めをすることができる。

以前は基礎があいまいなまま、前の方から順に副

教材の問題集をすすめていってしまって理解がす

すまず、結局最後まで終らなかったという生徒も

多くみられた。しかし今回はチェックテストをま

ず最初から最後まで見直すことによって、最初に

基礎をひと通り終え、二回目として問題集をすす

めることができるので、そのようなやり方をした

生徒は定期テストの結果もよかったようだ。また、

大事なポイントの問題をチェックテストにしてい

るので、生徒も定期テストのポイントがしぼりや

すく、整理しやすくなったようだ。テストの結果

を見ると、やはり基本問題は特によくできるよう

になっていて、クラスの定期テストの平均点はい

ままでよりかなりよかったように思う。また、点

数が極端に低い生徒も少なくなったように思う。 

  ⑤生徒の把握 

  チェックテストは毎回集めてチェックするので、 

生徒の理解度などの様子がわかる。まず、どこま

で理解しているかや、どこでつまづいているかと

いった全体的な生徒の理解度が見えるので、次回

の授業で補足説明をすることができる。また、生

徒がどのような間違いをするかといった誤答分析

ができるので、次の授業にいかすこともできる。

さらに個々の生徒の理解度ややる気の度合いなど

が常に見えるので、個々の生徒の日々の状態が把

握しやすい。これはチェックテストの一番の利点

のように感じている。 

⑥クラスの交流と相乗効果 

  採点は隣りの生徒どうし交換しておこなう。隣

りの生徒と交換しての丸つけは最初は抵抗のある

生徒もいるようだが、クラスの交流をはかるとい

う効果も多少あるようである。クラス替え当初は

クラスで孤立していて交換できずに自分のテスト

を採点していた生徒が、交換して採点できるよう

になっていたケースもあった。 

  また、数学ができない生徒の隣りができる生徒

だったりすると採点のときに教えてくれていたり、

できる生徒どうしが隣りで競い合っているような

場面がみられたり、また隣りの生徒にはずかしく

ないようにがんばるといった、クラスメートによ

る相乗効果も大きいようである。 

 

（２）問題点とその対応 

① 授業時間 

  チェックテストによって、授業時間を最低１０

分くらいは費やすことになる。よって実際の授業

時間が減り、時間的に苦しくなる。よってポイン

トを整理し精選をすることと、チェックテストを

演習ととらえ演習時間を短くすることで対応して

いる。またなるべくチャイムが鳴ってすぐチェッ

クテストをはじめるようにして、時間節約をはか

っている。しかし、それでも時間不足を感じるこ

とが多く、数学に興味を引かせる話や応用問題を

する時間が少なくなった。これは一番深刻な問題

であると思う。 

② 前回の授業の欠席者 

  前回の授業を休んでいた生徒は、当然その時間

の最初のチェックテストはできないわけである。

やる気のある生徒はその前に他の生徒にノートを

みせてもらったり教えてもらうなどしてチェック
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テストを受けているようだが、授業が１時間目だ

ったり、そこまでやらない生徒はチェックテスト

に手がつけられない。公欠（部活の試合などでの

公認欠席のこと）の生徒はさらにかわいそうでは

ある。場合によっては特別に教科書を見させたり

教えてあげたりして（０点扱いで）その時間演習

させることもあるが、対応もまちまちになってし

まい、検討が必要である。 

   

 （３）評価方法による違い 

  チェックテストの点数を、定期テストのように

点数化して評価に組み入れるかどうかによって、 

チェックテストの扱いも多少変わってくる。今回

の実践では、チェックテストの点数を平常点程度

に扱い、直接点数化して評価に組み入れなかった

のだが、本校のある先生（以下Ａ先生とする）は

定期テストに対して割合を決め、点数化して評価

に組み入れている実践をおこなっている。私の実

践法に対し、点数化して評価に組み込む場合を「直

接評価」と表し、比較して考察してみた。 

  ①問題作成 

  今回はチェックテストを２クラスで実施してい

る。テストは授業でおこなうため、当然別々の時

間にチェックテストをおこなっている。今回の実

践法では、テスト問題は進度がずれた場合を除い

て基本的に全く同じ問題であるが、直接評価の場

合は、公平性を考えてクラスごとにテスト問題も

数字程度は多少変えなければならないだろう。実

際にＡ先生は、クラスによって問題を変える配慮

をしているそうである。 

  ②生徒の意欲 

  直接評価は、とくにやる気がない生徒にとって

は、チェックテストに取り組む意欲につながりや

すい。さらにＡ先生は、チェックテストの得点率

がある基準以下の生徒には、同じ問題を書いたプ

リントを配布し、やりなおして提出させている。

これもかなり高い効果が得られると思われる。 

 それに対して今回の実践法は、やる気がない生徒

のコントロールは難しいこともある。定期テスト

で点がとれればいいと思ってチェックテストの対

策をやらず、結局定期テストもできないというケ

ースも出てくる。やらない生徒への対応をどうす

るかも問題点のひとつである。 

 しかし、そのような生徒には、０点が続くと恥ず

かしいという気持ちをうまく刺激したり、たまに

易しい問題のときにうまくやらせて１０点をとら

せてやる気をださせるようにするなどで、そのよ

うな生徒の意欲を高めるようにしている。 

  また私の実践法では、独学で定期テストの点は

取るが、チェックテストは普段の授業をしっかり

やらないためにできないという生徒もでてきて、

評価に直接組み入れないだけに、そのような生徒

をどう扱い、評価していくかも難しい。 

  ③テスト中 

  直接評価でおこなうためには、チェックテスト

中に机間巡視などで不正を防ぐ必要がある。厳密

なテストという位置づけになるため、対策が不完

全だったり、理解していない生徒がその時間に問

題が何もできず、時間をもてあましてしまうこと

がある。しかし、今回の実践法では、点数を直接

評価に組み込むわけではないので、問題に手がつ

けられない生徒も効果的に時間が使えるように、

テスト中にヒントを出したり、少し手を貸したり、

また生徒の問題の写し間違いや本意とは関係ない

ところでの計算ミスを教えてあげたりすることが

できる。厳密性を欠くことになっても、生徒が効

果的に時間が使えるようにしている。 

  ④採点方法 

  直接評価の場合、生徒に点数を意識させすぎる

と、生徒どうしの採点では厳密性を欠いてしまう

おそれもある。しかし、もし普通のテストのよう

に採点を教員がやるのでは、教員が大変なのもあ

るが、その場で答えあわせができないため、前の

内容を復習しこの時間の授業にいかすという効果

がなくなってしまう。また自分で採点するのでは、

演習に近すぎて緊張感にも欠ける。よってどちら

の評価方法でも、隣りと交換して採点というのが

適切なように感じている。  

  

７．まとめ 

  チェックテストの実施は、授業時間が短くなる

ため、興味を引かせる話や応用的な話があまりで

きないなどの問題点もあるが、生徒に復習をさせ

て基礎的な理解度を高めるためや生徒にポイント

を整理させるため、また生徒の日々の状態を把握

するためにとても効果的な方法であると感じた。 

  また私の今回の実践は、チェックテストは平常

点の一部として参考にすると説明しながらも、生

徒の点をとりたい意欲を刺激した方法であるが、

本校の私が今回教えている生徒の多くは、この方

法でもがんばってやるので、ちょうどよいように

感じた。しかし教える生徒の実状によっては、チ

ェックテストの点数を評価にしっかり組み入れ、

またそのことをきちんと説明することによって、

生徒のやる気を刺激する必要もあるように思う。 

  今後もチェックテストの効果と問題点をふまえ、

それぞれの生徒に対し、効果的な方法を考えて実

践していきたいと思う。 

 

 

 


